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利便性と効率性を高める新技術も視野に入れ、地

域における輸送資源を総動員しての、持続可能で

地域の実情に合わせた効率的な運行体制へシフト

する。

交通網の維持

単に乗り物を走らせるだけでなく、最上位計画である「第六

次宮崎市総合計画」や上位計画である「宮崎市都市計画マ

スタープラン」に示される将来像、その他の関連計画との連

携を図ったうえでの移動環境の整備が必要。

まちづくり連携

● 地域公共交通計画とは？

・令和２年の法改正（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律）により、持続可能な地域公共交通網の形成を目的として、地方

公共団体が策定することが「努力義務」となった計画。

・「その地域にとって望ましい交通サービスの姿」をデザインする基本計画。

なぜ策定する必要があるのか？（策定の目的とメリット）
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地域公共交通計画と利便増進計画
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大きな設計図（方針） 具体的な手順書（アクション）

宮崎市全体の交通網が目指すべき「将来像」を
描くマスタープランです。

設計図を形にするための具体的な路線再編や
設備投資を定めます。
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宮崎市地域公共交通計画の構成案
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なぜ、いま動くのか 「いま」のリアルを知る 未来への「設計図」を描く 未来を変えるアクション 計画を育み、進化させる

宮崎市地域公共交通計画に
ついて

・計画の背景と目的
急激な社会変化を見据え、
移動インフラを守る意義を
明確化

・整合性の確保
計画区域・期間の設定と、
上位計画・関連計画との調
和

交通を取り巻く現状と課題

・人口動態と将来推計
宮崎市における少子高齢
化・人口減少の現状

・ネットワークの現状
交通手段分担率や公共交
通カバー率、公共交通利用
者数について

・市民意識の徹底分析
市民アンケートから見る、移
動に関する不満と要望

・前計画の正当な評価
前計画（交通網形成計画）
の推進結果を振り返り、成
果と課題を整理

地域公共交通の基本方針

・基本理念の確立
「誰もが利用しやすい、持続
可能な公共交通ネットワー
クの構築」の提唱

・公共交通が果たすべき
役割
生活の質向上、環境負荷
の軽減、地域経済の活性
化など、多岐にわたる効
果の期待

・課題へのアプローチ
抽出された課題を克服す
るための基本方針

目標達成に向けた施策

・目標達成への具体施策
３つの基本方針を定め、対
応する施策を実施

計画の評価・推進

・評価指標と目標値の設定
利用者数や満足度など、成果
を測る客観的な目標数値

・進捗管理の PDCA
計画を形骸化させず、検証と
改善を回し続ける枠組み

【参考資料】
　用語解説
　市民アンケート調査概要
　交通会議構成委員名簿
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第１章　計画の策定
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本市の最上位計画である「第六次宮崎市総合計画」や上位計画であ
る「宮崎市都市計画マスタープラン」に⽰される将来像、その他関
連計画と連携を図る。

背景・目的

誰もが利用しやすい「持続可能な公共交通ネットワーク」

の構築を目指します。人口減少や運転士不足といった厳

しい環境変化に対応し、上位計画と連携しながら市民の

生活の質（QOL）を支える需要な社会基盤を維持・発展さ

せます。

2027年（R9）3月〜2034年（R16）3月
　※期間については、上位計画の期間に合わせる。

　※必要に応じて随時見直し

宮崎市全域
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第１章　計画の策定

6※「宮崎市都市計画マスタープラン/宮崎市立地適正化計画」から抜粋

各種計画との連携を踏まえ、
「公共交通が目指す将来像」を描く

まちづくり計画との連動
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第２章　現状と課題
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社会情勢の変化と本市の現状

人口・社会動態 交通実態・インフラ 市民意識・ニーズ

・総人口の減少と少子高齢化の進
展

・市町村間・市内各地域における通
勤・通学流動の把握

・高い自家用車依存度（手段分担
率）

・公共交通カバー率

・利用者数の推移と各交通モードの
状況

・市民アンケートによる現状の満足
度把握

・改善すべき具体項目の特定

・将来的な利用意向や、公共交通
に求める役割の抽出
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第２章　現状と課題
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前計画（宮崎市地域公共交通網形成計画）の評価

●前計画の施策の多くが実施済であり、交通施策の推進が図られている。
●未実施/一部実施の施策については、必要に応じて見直し等を行い、本計画の施策に位置づける。

【実施済/実施中の施策】 【未実施/一部実施の施策】

・郊外地区へのコミュニティ交通の導

入

・敬老バスカの発行

・MaaS導入の促進

　　　　　　　　　　など

・自動運転車両の導入に向けた取組

・デマンドシステムの導入

　（※コミュニティ交通への導入）
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第３章　策定の基本方針
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■現状と課題を踏まえた基本⽅針

交通体型の最適化や、広域的な移動を支える拠点の機能強化、運
転士の確保等を推進し、持続可能な公共交通ネットワークの構築を
図ります。

地域の特性に応じたコミュニティ交通の充実、二次交通手段の確
保、新たな交通モビリティの導入等による、移動手段の確保を図りま
す。

利便性の周知とモビリティマネジメントを推進し、市民が積極的に公
共交通を選択できる環境を構築します。

持続可能な公共交通ネットワークの構築

地域の実情やまちづくりと連動した移動手段の確保

積極的に公共交通を利用する環境の構築

■対応すべき課題

・利用者減少
・満足度の低さ
・意識醸成が不十分

・バス、タクシー等の運転士不足
・燃料高騰による収支悪化

・都市計画や環境政策との分断

課題１　利用ニーズとの乖離と行動変容の停滞

課題２　供給体制の脆弱化と持続可能性の危機

課題３　都市構造・環境目標との連携深化の必要性
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第４章　目標達成に向けた施策
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基本⽅針１ 〜持続可能な公共交通ネットワークの構築〜

今後、交通事業者や関係課と対話しながら、施策を取りまとめていきます！

交通体系全体の最適化

幹線・支線（鉄道、路線バス）の強化 公共交通を支える運転士確保や環境改善

●幹線、支線、枝線による役割分担

【用語解説】
中核拠点：ネットワーク全体の中心（宮崎駅周辺・南宮崎駅周辺等）
幹線：「中核拠点」と主要な「地域拠点」などを結ぶ基幹ルート
拠点/生活拠点：各交通路線の乗り換え地点
支線：拠点間を結ぶ路線バス
枝線：地域内をきめ細かく結ぶコミュニティ交通やAIデマンド交通など

［例］支線や枝線への乗り継ぎしやすいダイヤ設定

［例］中核拠点〜地域拠点の路線ダイヤの強化

［例］バス、タクシー運転士確保支援

［例］公共交通 DX化推進

［例］交通事業者による労働環境改善
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基本⽅針２ 〜地域の実情やまちづくりと連動した移動⼿段の確保〜

（例）DX推進（デマンド型）

（例）地域間連携（コミュニティ
　　　交通におけるサービスの均
　　　等化検討）

（例）観光地〜中心部をつなぐ移動
　　　手段の確保

（例）イベント時など需要が集中す
　　　る期間の対応

（例）交通結節拠点とシェアサイク
　　　ルとの連携

（例）MaaS（Mobility as a Service）
　　　を活用したサービスの充実　

（例）ライドシェア（公共、日本
　　　版）の活用検討　

（例）シェアサイクルを中心とした
　　　マイクロモビリティの活用検
　　　討　

（例）自動運転車両の導入に向けた
　　　検討

（例）次世代モビリティの活用検討　

今後、交通事業者や関係課と対話しながら、施策を取りまとめていきます！

地域の特性に応じた移動手段
の確保

ニーズに応じた移動手段の確
保

多様な交通モードの活用検討
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基本⽅針３ 〜積極的に公共交通を利⽤する環境の構築〜

各施策の取組スケジュール

・施策ごとの実施主体（事業者、行政、その他）やスケジュールも設定する。

（例）企画乗車券等の活用

（例）ノーマイカーデーの推進

（例）市広報誌やSNSを活用した情報発信

（例）鉄道のパターンダイヤ化の継続実施

（例）鉄道駅における駐輪施設の環境整備

（例）ノンステップ車両の導入

（例）タクシー配車アプリ乗降場所の設定

（例）乗り継ぎ拠点の整備や機能強化

（例）多言語化やデジタルサイネージの活用

今後、交通事業者や関係課と対話しながら、施策を取りまとめていきます！

公共交通の利用促進 公共交通の環境整備
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評価指標と⽬標値の設定

進捗管理

本計画の目標達成度を測るため、計画期間最終年の効果検証と、他計画・調査との連携による計画途
中での変化検証を目的として、いくつかの評価指標を設定し、それぞれの目標値を設定する。

計画期間中、 PDCAサイクルに基づ
いた計画推進を行う。
　　
　　

計
画
最
終
年

現
在　　

計
画
途
中　

計
画
途
中　


